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花
批
ダ
ム
の
建

設
が
望
ま
れ
、
県

綜
合
開
発
計
画
の

な
か
に
も
と
り
入

れ
ら
れ
、
そ
の
早

期
実
現
を
一
刻
も

早
く
願
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
県
当

姉
及
び
関
係
者
の

努
力
が
実
り
、
市

民
待
望
の
ダ
ム
迷

設
が
媚
年
度
よ
り

着
工
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ム
建
設

に
つ
い
て
は
昭
和

弱
年
よ
り
相
年
ま

で
韮
本
的
調
査
か

実
施
さ
れ
、
昨
年

よ
り
本
格
的
な
調

査
の
結
果
、
市
内

大
字
秋
山
セ
キ
七

地
内
に
建
設
さ
れ

る
こ
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

ダ
ム
の
規
模

は
堤
長
二
一
七
、

五
メ
ー
ト
ル
，
堤

高
四
三
メ
ー
ト
ル

で
総
貯
水
量
二
八

八
万
ト
ン
を
有
し

北
茨
城
市
の
水
沼

ダ
ム
の
一
・
三
倍

や
徳
貴
畑
蛎
必
詞
日

拙
鞠
無
職
職
罷
繊
鱗
鋤
熾
沸

に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

：
…
：
：
：
…
は
多
目
的
ダ

建
設
の
目
的
ム
と
し
て
治

山
治
水
、
農
業
用
水
、
上
水
道

工
業
用
水
等
の
地
域
産
業
開
発

の
一
大
要
素
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

叉
水
資
源
の
積
極
的
活
用
は
、

高
萩
市
の
綜
合
的
な
都
市
開
発

の
基
幹
と
な
る
も
の
と
大
き
な

期
待
が
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

こ
の
工
事
は
県
が
事
業
主
体

と
な
り
、
河
川
総
合
開
発
事
業

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
事
業

も
う
す
ぐ
一
年
生

家
庭
で
は
こ
ん
な
配
盧
を

あ
と
一
ヶ
月
た
ら
ず
で
、
幼

返
事
が
で
き
る
よ
う
に

児
た
ち
は
小
学
校
へ
入
学
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
新
入
学
児
の
お
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
〃
は
い

ら
れ
る
家
庭
へ
、
今
か
ら
準
備
〃
と
返
事
が
で
き
る
よ
う
に
教

し
て
お
き
た
い
こ
ど
も
の
〃
し
え
て
く
だ
さ
い
。
呼
ば
れ
て
、

つ
け
〃
の
い
く
つ
か
を
ひ
ろ
つ
も
じ
も
じ
し
て
い
る
よ
う
で
は

て
み
ま
し
た
。
心
配
で
す
。
特
に
こ
う
い
り
こ

と
は
ら
ち
弁
慶
の
子
に
多
い
よ

学
校
は
た
の
し
い
と
一
」
ろ
５
で
す
。

今
か
ら
学
校
は
楽
し
い
と
こ

自
分
の
こ
と
は
自
分
で

ろ
だ
と
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

集
団
の
中
で
生
活
す
る
の
で

〃
そ
ん
な
ご
と
を
す
る
と
先
生
す
か
ら
、
身
の
ま
わ
り
の
始
末

に
し
か
ら
れ
ま
す
ョ
〃
と
い
つ
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
、
今

た
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の
教
育
か
ら
し
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ

が
台
な
し
に
な
り
ま
す
。
い
。 徴

総
額
は
一
九
億
六
千
万
円
の

巨
費
に
達
し
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
公
共
事
業
曲
と
し
て
国
、
県

が
八
一
％
に
当
る
一
五
億
八
千

八
百
万
円
負
扣
さ
れ
、
市
と
し

て
は
上
水
道
、
工
業
用
水
道
用

水
の
負
担
金
と
し
て
三
億
七
千

二
百
万
円
を
負
机
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
完
成
は
帽
年
度
よ
り
四

ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
岬
年
３

月
完
成
目
標
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

蝋
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》
韮
誰

す
て
等
が
主
な
プ
ロ
・
ハ
ン
ガ
ス
に
よ
る
事

る
も
の
で
す
。
故
し
多
く
、
死
傷
者
奔
多
く

さ
て
、
こ
れ
か
ら
春
季
に
か
出
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が

け
て
は
、
気
象
上
の
悪
条
件
も
象
、
プ
ロ
・
〈
ン
ガ
ス
器
具
の

加
わ
り
、
ち
ょ
っ
と
油
断
す
る
正
し
使
い
方
を
し
よ
う
。

と
大
火
に
な
る
い
わ
ゆ
る
「
火
「
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
は
、

災
シ
ー
ズ
こ
と
な
り
ま
す
の
い
つ
も
手
入
れ
と
点
検
を
」

で
、
こ
の
運
動
を
機
会
に
次
の
◇
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
、
寝
た

こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ
い
ぱ
こ
を
や
め
主
し
よ
う
。

◇
各
家
庭
職
場
で
は
防
火
責
任
た
ば
こ
は
火
災
原
因
の
首

者
を
き
め
て
火
の
元
の
点
検
位
を
し
め
て
お
り
、
こ
れ
に

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。
よ
る
火
災
は
年
々
増
加
し
て

火
災
の
八
六
。
〈
１
セ
ン
ト
お
り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は

が
火
の
取
扱
い
の
不
注
意
、
不
用
意
な
た
ば
こ
の
投
げ
す

不
始
末
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
失
て
、
寝
た
ぱ
こ
、
な
ど
に
あ

火
に
よ
る
も
の
で
す
。
毎
月
り
ま
す
。
た
ば
こ
の
投
げ
す

の
「
火
災
予
防
の
日
」
に
は
て
、
寝
た
ぱ
こ
は
や
め
ま
し

火
の
元
の
総
点
検
を
励
行
し
ょ
う
。

ま
し
よ
う
。
「
い
ま
投
げ
た
君
の
た
ぱ

火
災
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
て
す

近
年
と
く
に
、
都
市
構
造
の

変
化
、
産
業
の
発
展
に
と
も
な

い
生
活
水
準
が
向
ｔ
さ
れ
、
都

市
火
災
は
い
っ
そ
う
複
雑
化
Ｌ

こ
が
火
事
の
も
と
」

◇
山
火
事
を
防
止
し
よ
う

当
市
は
、
山
林
資
源
に
大

変
惠
ぐ
ま
れ
た
「
ま
ち
」
で

す
が
、
昨
年
中
も
十
一
件
の

山
火
事
で
四
一
五
ア
ー
ル
を

焼
失
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
す
て

近
代
都
市
の
消
防
へ

出
初
式
盛
大
に
挙
行

！
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
こ
れ
に
即
応
し
て
、
消
防

の
三
大
要
素
と
も
い
わ
れ
る
人

員
、
機
械
、
水
利
な
ど
近
代
都

マ
ッ
チ
の
燃
え
さ
し
、
子
供

の
火
遊
び
、
焚
火
、
火
入
れ

等
に
よ
る
も
の
で
す
。
春
に

な
る
と
仕
事
の
た
め
、
行
楽

の
た
め
山
に
入
る
人
が
多
く

な
り
ま
す
が
林
野
内
は
春
先

が
一
番
出
火
し
や
す
い
時
な

の
で
火
気
の
取
扱
い
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
出
す
な
山
火
事
燃
や
す

な
資
源
」

・
市
に
対
処
し
う

塗
溌
る
充
実
し
た
消

刀
“
防
体
制
を
備
え

城
”
つ
つ
あ
り
ま
す

か

Ⅱ

岬

Ⅱ

癖

も

し

火

災

が

発

謂
生
し
た
場
合
、

一
燕
消
防
転
員
は
一

談
分
以
内
に
出
動

鍔
し
、
距
離
と
の

ぶ
＃
関
係
も
あ
り
ま

岬
す
が
、
３
分
か

岬
岬
榊
ら
旧
分
以
内
で

唖
現
場
に
つ
き
、

〃
錨
輌
指
勘
が
で

《
蕊
春
の
火
災
予

諏
醗
確
勘
垂
蔀
に

鎌
畢
一
月
８
日
に
は
消

叩
Ⅱ
弾
璃
Ⅱ
乱酎
慰
防
出
ぞ
め
式
が

蛎

岬

Ⅱ

Ⅱ

叩

凹

評

盛

大

に

お

こ

な

｜

’

加
入
者
か
ら
払
い
込
ま
れ
た

保
険
料
は
簡
保
資
金
と
し
て
高

萩
市
発
展
の
た
め
；
Ｉ
公
営
住

宅
建
設
事
業
に
…
…
教
育
施
設

整
備
事
業
に
。
；
…
と
場
繋
備
事

業
に
。
‐
…
・
立
派
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
今
後
ま
す
ま
＋
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る

簡
易
保
険
と
し
て
、
そ
の
使
命

を
果
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い

わ
れ
、
時
代
の
要
請
に
こ
た
え

う
る
機
動
性
を
充
分
に
発
揮
し

ま
し
た
。

な
お
当
日
感
謝
状
、
表
彰
状

が
次
の
か
た
が
た
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

回
表
彰
伝
達
及
び
感
謝
状
贈
呈

①
消
防
協
会
竿
頭
授
表
彰

高
萩
市
消
防
団
才
一
分
団

②
三
十
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

矛
九
分
団
佐
川
勝
一

矛
十
分
団
鈴
木
幸
雄

鈴
木
勝

③
二
十
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

坂
本
富
哉
、
鈴
木
広
一
、
和

地
広
（
才
四
分
団
）
沼
田
直

光
（
矛
五
分
団
）
垪
和
六
三

小
林
良
一
、
鈴
木
徳
男
、
沼

田
武
、
立
原
金
次
郎
、
鈴
木

孝
三
、
舟
生
光
宏
、
（
矛
八

分
団
）
鈴
木
清
市
、
山
野
辺

章
、
佐
川
馨
、
鈴
木
幸
内
、

佐
川
保
、
川
崎
七
郎
、
佐
川

博
三
、
鈴
木
嘉
ヱ
門
、
井
坂

貞
美
、
沼
田
保
男
、
沼
田
富

「
明
治
Ⅷ
年
記
念
」
を

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で

つ
そ
う
新
契
約
の
増
強
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
高

萩
郵
便
局
で
は
「
明
治
一
○
○

年
記
念
簡
易
保
険
新
加
入
運

動
」
（
記
念
証
書
発
行
中
）
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
茨
城
県

知
事
な
ら
び
に
高
萩
市
長
も
こ

れ
に
協
賛
し
て
い
る
の
で
市
民

の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

美
穂
、
豊
田
守
（
矛
九
分

団
）
鈴
木
健
雄
、
鈴
木
利
信

鈴
木
松
吉
、
鈴
木
健
二
、
宇

野
重
久
、
宇
野
紀
行
、
（
矛

十
分
団
）
佐
川
健
一
、
川
松

常
男
（
才
十
一
分
団
）

④
市
長
感
謝
状
贈
呈

⑪
退
転
団
員

矛
二
分
団
鈴
木
清
一
外
十

一
名

③
消
防
協
力
者

高
萩
市
秋
山
豊
田
広

高
萩
市
上
手
綱
小
山
政
男

高
萩
市
若
栗
愛
林
組
合

高
萩
市
若
栗
納
税
組
合

高
萩
市
本
町
安
東
勝
義

高
萩
市
安
良
川
上
田
助
重

高
萩
市
安
良
川
大
高
徳
次

高
萩
市
島
名
向
洋
炭
砿

商
萩
市
日
本
加
工
製
紙

東
京
都
矢
吹
弘

（
以
上
消
防
施
設
協
力
）

高
萩
市
肥
前
町
林
田
林
蔵

（
以
上
危
険
物
安
全
協
力
）
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一
３
月
柘
日
ま
て

一
「

申
告
を
し
な
い
と
損

生
口
車
甲
▽
今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
が
き
ま
し
た
市
県
民
税
は
、
納
△

録
一
灘
鑿
窪
齢
唯
維
輔
託
峰
桶
鑑
識
灘
謂
癖
誰
廷
蠅
計
萢
桐
ま
で
坐今△

市
ふ
し
蝦
鰈
識
歸
郵
縄
蕊
漂
誰
那
匪
設
敲
紺
鰹
繩
挿
一

マ
だ
さ
れ
ば
毎
日
受
付
て
お
り
ま
す
。
△

期
日
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

さ
れ
ま
せ
ん
と
、
市
役
所
の
方
さ
い
．
し
ま
す
。

で
所
得
の
決
定
、
あ
る
い
は
税
○
扶
養
親
族
欄
に
名
前
を
言
い
次
に
申
告
上
の
ご
些
忌
と
お

て
下
さ
い
。

額
の
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
不
利
に
な
る
こ
と
も
○
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票

記

を
貼
っ
て
下
さ
い
。

あ
り
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
内
に
○
社
会
保
険
等
を
支
払
っ
た
領
一
、
伽
定
申
告
を
し
な
け
抑
ば

申
告
し
て
下
さ
い
。
な
ら
な
い
人

収
吾
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

な
お
所
得
税
の
確
定
申
告
書
○
医
寮
費
の
領
収
書
を
持
参
し
所
得
金
網
の
合
計
金
額
が
基

を
提
出
す
る
人
、
給
与
所
得
の
て
下
さ
い
。
礎
挫
除
額
（
一
四
万
五
千

み
の
人
で
事
業
所
よ
り
市
役
所
○
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

円
）
扶
養
枠
除
組
（
一
人
六

へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
下
さ
い
。

万
七
千
五
百
円
）
障
害
枠
峨

あ
る
人
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
○
申
告
に
は
所
得
金
額
、
家
族

り
ま
せ
ん
。
の
状
況
な
ど
は
つ
ぎ
り
わ
か
老
年
者
控
除
、
寡
婦
控
除
等

申
告
の
と
き
は
次
の
こ
と
を
る
方
が
お
い
で
下
さ
い
。
（
各
控
除
と
も
七
万
円
）
の

ｉ

合
計
余
群
を
こ
え
を
場
ム
に
て

枢
年
度
分
の
所
得
税
の
す
．二、
給
与
所
得
者
で
法
律
の
改

確
定
申
告
は
早
目
に
／
正
に
よ
り
、
特
に
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
税
の
申
告
と
納
税
に
つ
を
提
出
し
、
同
時
に
納
税
も
済
四
十
二
年
分
の
給
与
の
収
入
金

き
ま
し
て
は
、
日
ご
プ
つ
ど
協
力
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
紺
が
五
百
万
門
を
こ
え
る
人

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
イ
鋸
り
ま
す
、
三
、
青
色
申
告
者
の
納
税
相
談

い
ま
す
。
い
ざ
申
告
と
な
り
ま
す
と
、
に
つ
い
て

さ
て
、
本
年
も
確
定
申
告
を
申
告
の
手
続
等
で
い
ろ
い
ろ
と
青
色
申
告
者
の
う
ち
で
、
特

し
て
い
た
だ
く
時
期
が
ま
い
り
と
ま
ど
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
に
納
税
相
談
の
た
め
の
日
時
に

ま
し
た
。
申
告
期
限
（
三
月
十
五
日
）
の
つ
い
て
、
ご
通
知
を
差
し
上
げ

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
ご
自
間
際
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
た
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
会
場
で
相

分
で
正
し
い
所
得
金
額
を
計
算
も
特
に
混
雑
し
て
き
ま
す
の
で
談
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

し
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
十
分
な
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
な
お
申
告
と
納
税
に
つ
い

五
日
ま
で
の
間
に
確
定
申
告
書
い
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
早
目
て
の
ご
相
談
は
、
次
の
日
程
と

合
計
金
粕
を
こ
え
る
場
合
で

市
役
所
税
務
課
で
は
滞
納
税
金

の
訪
問
蕊
理
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
戦
後
時
期

に
粍
済
状
態
の
変
化
な
ど
Ｃ
相

当
額
の
市
税
滞
納
を
か
か
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ま

ま
に
し
て
は
市
政
執
行
も
危
ぶ

ま
れ
る
状
態
だ
っ
た
の
で
訪
問

熱
埋
方
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、

近
年
は
皆
さ
ん
の
納
税
に
た
い

す
る
関
心
も
深
ま
り
納
期
内
に

肥
％
以
上
も
完
納
か
あ
り
督
促

状
発
付
件
数
も
た
い
へ
ん
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
多
く
の
納
税
者
の
皆
さ
ん
に

は
早
期
に
自
分
で
窓
口
に
お
も

ち
に
な
っ
て
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
一
部
の
方
に
は
訪

問
整
理
す
る
こ
と
は
市
民
の
サ

ー
ビ
ス
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

会
場
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
の
日
時
を
ご
通

知
申
し
上
げ
た
人
は
、
そ
の
日

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
は
、
固

定
資
産
の
状
況
及
び
固
定
資
産

の
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
備
え
付
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
っ
て
こ

れ
を
関
係
の
あ
る
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
に
毎
年
三
月

一
日
か
ら
二
十
日
迄
の
間
縦
覧

に
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

口
納
税
相
談
の
お
知
ら
せ

時
に
ぜ
ひ
お
い
張
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
日
立
税
務
署
）

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
税
金
は
集

金
に
く
る
も
の
と
間
違
っ
た
考

え
を
植
え
つ
け
る
と
と
も
に
税

の
集
金
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
納
税
者
全
部
の
お
宅

へ
訪
問
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た

ら
莫
大
な
も
の
と
な
り
、
し
か

も
こ
の
よ
う
政
経
費
は
せ
っ
か

く
苦
労
し
て
納
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
そ
れ
で
市
役
所
税
務
課

で
は
訪
問
整
理
方
少
な
く
す
る

た
め
い
ろ
い
ろ
納
税
等
に
不
満

を
お
も
ち
の
人
に
た
い
し
て
詳

細
に
説
明
し
納
税
者
が
納
得
で

き
る
税
金
で
あ
る
た
め
納
税
相

談
を
下
記
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

記

一
、
期
日
二
月
’
四
月
迄

一
、
場
所
市
役
所
税
務
課

ま
す
の
で
縦
覧
し
た
い
方
は
こ

の
期
間
内
に
市
役
所
税
務
課
へ

お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
評
価
額
等
に
つ
い
て

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
３
月
訓

日
ま
で
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

学
校
栄
養
士
募
集

一
、
募
集
人
員
一
名

二
、
資
絡
短
大
卒
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
も
の
で
栄
養

士
の
免
許
を
有
す
る
も
の

三
、
年
令
満
二
十
才
以
上
三

十
才
ま
で

四
、
提
出
書
類
履
歴
書
、
学

校
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業

見
込
証
明
書
、
栄
養
士
免

午
二

Ⅲ

五
、
待
週
市
給
与
条
例
に
ょ

プ
や

六
、
〆
切
期
日
媚
年
３
月
犯

日

七
、
選
考
期
日
３
月
妬
日
午

前
旧
時
市
役
所
に
て

消
防
官
欠
員
募
集

一
、
募
集
人
員
一
名

二
、
学
歴
高
校
卒
程
度

三
、
年
令
十
八
才
以
上
二
十

五
才
未
満

四
、
身
長
一
・
五
八
メ
ー
ト
ル

以
上
で
、
視
力
雨
眼
○
・

五
以
上
で
身
体
強
健
者

五
、
消
防
署
よ
り
二
キ
ロ
以
内

に
居
住
可
能
な
方

心
配
ご
と
相
談
所

の
ご
利
用
を
Ⅲ

相
談
日
時
（
毎
週
木
曜
日
）

午
後
一
時
よ
り
三

時
ま
で

相
談
場
所
高
萩
市
研
修
会
舘

相
談
料
は
無
料
で

す
。

－493－
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で
あ
る
こ
と

ｎ
入
居
の
申
込

◎
申
込
資
格
は

㈹
市
内
に
件
所

叉
は
勤
務
場

所
が
あ
り
、

現
在
住
居
に

困
っ
て
い
る

か
た

㈲
現
在
同
孵
し

又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る

剥
族
（
婚
姻

の
届
出
を
し

な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係

と
同
じ
事
情

に
あ
る
か
た

そ
の
他
婚
姻

の
予
定
者
）

塞
謹
溝
蕊
涯
美
讓
羅

識
瑳
穏
灘
・

毒
暮
稚

叩
雁
一
一
一
，
０
．
一
一
一
４
，
０
手
並
平
，
日

。
・
ｂ
一
一
字
０
マ
ー
ー
ユ
“
・
・
一
一

・

目

韮

一

千

・

一

一

一

・

・

・

一

一

・

。

・

一

富

ｉ

－

準

一

１

斗

》

一

，

’

一

一

手

０

＋

｝

一

Ｉ

仏

幸

群

』

。

◇

・

’

二

・

“

一

一

手

・

ロ

一

幸

－

０

口

ロ

一

一

一

。

。

一

一

一

・

・

圭

一

寺

名

』

一

一

梱

“

一

一

一
引
旧
山
一
二
“
ロ
。
一
一
一
…
↓
Ｊ
一
・
一
盟
即
一
．
一
‐
｜
罷
甲

㈹
入
居
申
込
害
に
記
載
し
た
内

市
内
高
浜
町
三
丁
目
に
建
設
去
一
か
年
間
の
所
得
平
均
月
収
入
の
あ
る
も
の
は
そ
の
所
容
が
実
態
と
相
違
す
る
場
合

は
入
居
の
権
利
を
取
消
し
い

中
の
市
営
住
宅
二
十
戸
の
入
居
収
か
ら
控
除
対
象
配
偶
者
又
得
額
を
証
明
す
る
耆
類

た
し
ま
す

者
を
募
集
し
ま
す
。
は
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
内
市
民
税
の
完
納
証
明
言

⑪
申
込
用
紙
は
市
役
所
建
設
課

千
円
を
控
除
し
た
額
が
二
万
（
非
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
に
備
え
て
あ
り
ま
す

◎
申
込
期
間

円
以
下
で
独
立
の
生
計
を
営
い
る
方
は
そ
の
理
由
を
記
載
不
明
の
点
は
市
役
所
建
設
課
へ

３
月
５
日
か
ら
旧
日
ま
で

す
る
）
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

む
世
帯

◎
住
宅
の
内
容
・
家
賃
は
、
く
●
く
●
く
’
．
．
。
：
’
典
●
，
鐘
●
●
．
●
●
、
．
く
〃
～
“
、
，
く
く
．
，
．
、
く
．
ｒ
、
●
～
●
，
や
く
～
‐
雲
．
●
４
．
く
ぎ
〆

目
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
〉
】
一

一
戸
当
り
九
・
五
坪
、
五
戸
い
か
た

》
即
才
に
な
っ
た
方
は
年
金

建
平
屋
プ
レ
〈
ブ
住
宅
で
す
。
》

室
数
は
四
、
五
畳
、
二
室
、
勝
◎
必
用
な
書
類
《
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

手
、
便
所
、
浴
室
な
ど
が
備
え
㈹
源
泉
徴
収
票
叉
は
給
与
証
明
【
，
●
繍
、
：
〃
’
：
：
．
‐
管
‘
簿
・
鋤
：
●
く
．
●
●
鐸
，
．
．
諺
●
．
：
．
●
．
．
．
・
・
・
諺
●
く
・
・
心
・
・
ｆ
：
●
噸
遥
‐
．
．
、
く
く
．
ｉ
、
典
．
，
：
く
～
・
彰

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
言
（
岨
年
４
月
か
ら
佃
年
３
国
民
年
金
は
二
十
歳
に
な
つ
れ
ま
す
。

月
額
家
賃
は
三
千
二
百
円
祁
度
月
ま
で
の
一
年
間
）
た
方
で
会
社
宮
公
署
等
厚
生
年
市
役
所
で
は
皆
さ
ん
か
ら
納

で
す
。
入
居
は
四
月
上
旬
で
す
帥
利
子
流
昇
、
児
当
軒
号
、
嘉
金
や
寿
斉
且
今
こ
ま
、
“
っ
戸
）
へ
ち
〆
｝
（
』
」
§
、
こ
農
覚
斗
目
す

◎
必
用
な
書
類

㈹
源
泉
徴
収
票
叉
は
給
与
証
明

書
（
岨
年
４
月
か
ら
佃
年
３

月
ま
で
の
一
年
間
）

口
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
事

国
民
年
金
は
二
十
歳
に
な
っ

た
方
で
会
社
宮
公
署
等
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
は
い
っ
て
い

れ
ま
す
。

市
役
所
で
は
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
堂
い
た
保
険
料
額
分

前
日
か
ら
洲

を
し
た
日
の

業
所
得
等
給
与
所
得
以
外
の

な
い
方
は
全
部
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
才
に
な
っ
て
い
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
方
は
至
急
加
入

し
て
下
さ
い
・

加
入
の
手
続
き
は
市
役
所
の

年
金
係
に
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

っ
て
国
民
年
金
賛
格
取
得
届
を

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

年
金
は
二
十
才
か
ら
六
十
才

ま
で
四
十
年
間
加
入
で
き
ま
す

保
険
料
は
三
十
五
才
ま
で
は

月
二
百
円
、
三
十
五
才
以
上
は

月
二
百
五
十
円
で
す
。

納
め
る
方
法
は
市
役
所
か
ら

納
入
通
知
書
が
行
き
ま
す
か
ら

納
税
組
合
長
さ
ん
又
は
直
接
市

役
所
出
納
室
に
納
め
て
い
た
ぐ

き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
い
た
し
ま

す
と
国
民
年
金
手
帳
が
交
付
さ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

八
共
同
募
金
運
動
Ｖ

八
歳
末
助
け
合
い
運
動
Ｖ

昨
年
末
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
い
ま

し
た
「
才
末
助
け
合
い
運
動
」
「
共
同
募
金
運
励
」
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
真
心
の
こ
も
っ
た
あ
た
た
か
い
ご
援
助
を
い
た

だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
託
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
共
同
募
金
七
十
八
万
一
千
五

十
八
円
、
才
末
助
け
合
い
運
動
で
四
十
一
万
四
百
十
一
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
．

才
末
助
け
合
い
運
励
の
お
金
は
、
さ
っ
そ
く
、
市
内
の
お
気

毒
な
か
た
や
福
祉
施
設
に
贈
り
ま
し
た
。
ご
報
告
に
あ
わ
せ
て

こ
の
連
動
に
ご
協
力
い
だ
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
・
…
：
配
分
の
う
ち
わ
け
、
…
・
・
…
…

被
保
謹
世
帯
へ
二
十
万
五
千
円
、
要
保
護
世
帯
へ
五
万
四
千

八
百
円
、
病
院
診
療
所
入
所
者
へ
四
万
九
千
七
百
円
、
老
人
ホ

ー
ム
入
所
者
へ
一
万
三
千
八
百
円
、
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
へ

二
万
四
百
円
、
高
萩
臨
海
学
園
入
所
者
は
二
万
三
千
五
百
円
、

里
子
、
里
親
へ
三
千
六
百
円
、
合
計
三
十
七
万
八
百
円
、
残
三

万
九
千
六
百
十
一
円
翌
年
度
へ
繰
越 を

国
民
年
金
手
帳
に
国
民
年
金

印
紙
を
貼
付
し
検
印
を
し
ま
す

こ
う
し
て
老
後
の
保
障
の
た

め
に
備
え
を
す
る
わ
け
で
す
。

ま
た
国
民
年
金
は
年
金
額
が

物
価
や
生
活
水
準
か
上
が
れ
ば

あ
わ
せ
て
引
上
げ
ら
れ
ま
す
か

ら
さ
き
ざ
き
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
不
幸
に
し
て
身
体
の
障

害
が
生
じ
た
し
’
一
か
幼
な
い
子
供

を
か
上
え
て
夫
に
先
立
た
れ
た

場
合
等
は
そ
の
と
き
か
ら
障
害

年
金
。
母
子
年
金
等
の
年
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い

状
態
に
な
っ
た
と
き
は
保
険
料

を
免
旅
さ
れ
る
方
法
も
あ
り
ま

戦
没
者
追
悼
式

出
席
者
の
申
込

を
受
付

戦
没
者
追
悼
式
を
左
記
に
よ

り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
遺

族
会
役
員
が
出
席
者
の
調
査
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
遺
族
で
出

席
を
希
望
し
て
お
り
、
ま
だ
届

を
し
て
い
な
い
方
肱
３
月
Ⅱ
Ｈ

ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ
お
届
け

下
さ
い
・

記

期
日
４
月
２
日
、
３
日

追
悼
式
場
垳
国
神
社

術
泊
九
段
会
舘

出
席
者
負
担
金
千
円

（
申
込
の
際
納
入
願
い
ま
す
）

当
日
は
高
叔
よ
り
バ
ス
を
利

川
し
一
日
目
に
皇
届
拝
観
を
い

た
し
ま
す
。

出
席
申
込
の
と
き
は
、
戦
没

者
氏
名
、
年
月
日
、
場
所
、
遺

族
氏
名
、
住
所
、
年
令
、
転
業

を
記
入
し
て
下
さ
い
。

（
高
萩
市
避
族
会
）

す
。
普
通
は
皆
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
“
Ｌ
国
は
そ
の
半
分
を
加

え
て
砿
立
て
奥
い
ま
す
が
免
除

に
な
っ
て
も
国
は
納
め
る
べ
き

額
の
半
分
は
っ
Ｎ
い
て
積
立
て

ま
す
。こ
う
し
て
皆
ん
な
の
力
を
合

は
せ
て
獄
立
て
上
将
来
安
心
し

て
生
活
か
で
き
る
よ
う
協
力
し

合
い
ま
し
ょ
う
。
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